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Ｏ
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シ
ワ
　
ー

ぐ
　
－
ト
　
ン

ノ

ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
括
け
る
貨
幣
括
よ
び
景
気
変
動
」

○
庁
『
斤
４
く
曽
ユ
Ｕ
自
津
◎
～
刈
ハ
竃
◎
目
ｏ
〈
津
■
｛
蜀
自
・
。
｛
目
９
。
。
弓
－
自
ｏ
け
■
曽
｛
ｏ
■
。
。
｛
箏
一
｝
ｏ

○
り
ｏ
ヲ
一
昌
喝
ａ
ユ
竃
◎
ｏ
壱
苛
昌
一
、
、
弓
訂
』
昌
；
巴
ｏ
｛
弔
◎
－
巨
ｏ
、
－
向
８
８
昌
ざ

■
〆
一
冒
８
昌
訂
グ
冨
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
　
　
崎
　
　
正

規

は

し

が

き

　
シ
ュ
ム
ヘ
ー
タ
ー
（
「
．
＞
．
○
り
ｏ
テ
冒
；
勺
９
９
）
の
革
新
（
ぎ
目
ｏ
．

く
邑
旨
）
は
、
い
わ
ば
新
し
い
生
産
函
数
の
設
定
で
あ
り
、
そ

の
作
用
様
式
は
、
明
ら
か
に
最
気
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
成

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
質
的
変
化
の
作
用
と
、
統
計
的
に

示
さ
れ
た
変
動
の
量
的
な
記
述
と
は
、
直
接
に
結
び
つ
く
こ
と

を
え
な
い
。
こ
の
た
め
に
彼
は
、
中
問
項
と
し
て
の
歴
史
的
分

析
を
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
重
要
視
す
る
。
す
な
わ
ち
景
気
変

動
の
背
後
に
あ
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
循
環
を
歴
史
的
個
性
と
化

せ
し
め
る
よ
う
な
要
因
と
作
用
を
こ
そ
、
重
視
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ム
ヘ
ー
ク
ー
は
、
　
『
経
済
発
展
の
理

論
』
（
、
刈
、
－
一
ぎ
、
－
一
｝
－
８
｛
ｏ
『
■
昌
ｏ
昌
｛
ｏ
ｂ
ｏ
く
』
ｏ
ｏ
昌
ｏ
具
。
、
）
で

「
単
に
外
的
の
要
因
の
み
に
依
存
せ
ず
に
経
済
体
系
を
一
つ
の

均
衡
か
ら
、
他
の
均
衡
に
推
進
し
て
行
く
経
済
変
動
の
純
粋
に

経
済
的
な
理
論
」
を
提
示
す
る
よ
う
つ
と
め
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
の
理
論
的
・
統
計
的
・
歴
史
的
な
実
証
に
向
っ
て
の

体
系
化
に
よ
る
『
最
気
循
環
論
』
（
、
和
－
ｗ
婁
ぎ
９
。
。
Ｏ
壱
一
鶉
。
、
）
に



お
い
て
、
変
動
要
因
な
ら
び
に
そ
の
作
用
の
歴
史
的
個
性
認
識
　
　
６
　
ん
ん
Ｕ
．
ｏ
、
。
。
。
。
。
一
。
～
。
。
ぎ
皇
。
目
、
目
。
邑
。
吻
。
『
亭
。
声
、
。
、
＜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
串
◎
。
・
§
昌
（
奉
ミ
く
冒
７
く
ｏ
ｇ
ｐ
ミ
ー
雪
一
冒
◎
洋
ｏ
◎
．
一
宕

を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
に
努
力
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
ｏ
ら
）
弓
』
－
Ｎ
］
．

　
　
こ
こ
に
紹
介
す
る
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
の
論
文
は
、
シ
ュ
ム
ペ
　
　
７
　
≠
、
－
一
一
…
Ｈ
奉
、
３
・
○
ｏ
…
曇
三
旨
亭
。
Ｏ
；
『
昌
；
婁
一
篶
窒
９
・

－
タ
ー
の
い
わ
ゆ
る
最
気
変
動
、
な
ら
び
に
経
済
変
動
に
つ
い
　
　
　
　
。
一
。
・
。
。
』
。
冒
、
一
一
四
一
。
『
、
一
一
。
、
！
旨
、
。
、
一
。
、
、
一
〇
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一
、
一
一
・
。
巨
。
、
一
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一
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．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
目
×
×
×
（
○
。
毛
■
・
昌
・
真
一
く
胃
ｏ
７
Ｈ
８
閉
）
ら
竃
－
轟

て
の
諸
交
献
に
対
す
る
包
益
的
、
方
法
論
的
吟
味
、
お
よ
び
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
。
ん
弓
ぎ
＞
；
言
チ
◎
｛
穿
（
旨
◎
ま
ｏ
９
峯
お
９
。
，
天
ｏ
ま
窒
ｏ
『

論
的
整
理
を
試
み
た
論
稿
と
し
て
、
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
の
　
　
　
　
向
８
昌
邑
。
Ｏ
。
§
窒
２
×
く
目
（
－
８
ｍ
）
一
ト
。
１
－
〇
一
冒
豆
目
・

研
究
上
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
紹
介
の
手
が
か
り
と
　
　
　
　
一
。
｛
ぎ
声
。
、
ま
轟
。
。
一
、
一
旨
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９
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・
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ま
一
雪
軍
事
ａ
冒
〇
一
一
・
二
り
宣
）
ら
？
Ｈ
Ｉ
宕

し
て
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
変
動
理
論
に
関
す
る
交
献
を
年
代
順
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目
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二
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８
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一
§
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暮
ユ
・
』
彗
｛

に
挙
げ
て
お
く
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；
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冒
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２
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．
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目
８
９
、
亨

　
　
　
　
　
命
ト
。
｛
．
・
｛
．
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；
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９
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冊
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皇
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弓
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９
二
く
・
ま
Ｈ
）
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一
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己
＞
、
『
昌
§
ぎ
ヨ
？
　
　
３
、
、
皇
・
雪
吻
膏
一
Ｓ
一
＞
弓
８
９
一
二
・
二
嵩
＞
；
言
オ
◎
；
；
一
亨

　
　
　
　
　
ｏ
ｑ
ｐ
婁
ダ
。
、
＞
昌
ｏ
ユ
ｏ
ｐ
目
■
ｏ
◎
目
◎
昌
１
｝
ｏ
　
声
ｏ
＜
討
ミ
｝
×
×
－
（
○
り
自
ｏ
ｏ
－
・
　
　
　
　
　
　
ｏ
窒
Ｏ
＜
ｏ
－
ｏ
の
、
、
｝
ヲ
仁
己
１
，
ｏ
；
三
¢
・
膚
－
Ｚ
、
昌
◎
、
一
、
－
０
９
自
冒
５
ｏ
　
０
９

　
　
　
　
　
§
昌
ポ
く
§
Ｆ
－
８
Ｈ
）
Ｈ
Ｓ
Ｉ
◎
・
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
雪
害
８
昌
炭
寡
旨
婁
Ｏ
亘
易
（
オ
睾
ち
云
オ
隻
冒
・
一

　
　
　
　
　
　
Ｃ
・
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
『
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
お
げ
る
貨
幣
お
よ
び
景
気
変
動
』
　
（
浜
崎
）
　
　
　
一
〇
三
（
四
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）

　
　
冒
５
彗
亀
目
８
９
邑
ｏ
■
２
Ｓ
昌
戸
Ｈ
鵠
Ｈ
）
一
〇
ず
Ｈ
お
ー
竃

　
さ
て
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
景
気
変
動
理

論
の
分
野
に
お
け
る
故
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
教
授
に
対
す
る
声
価

は
、
景
気
循
環
に
お
い
て
、
指
導
的
、
端
緒
的
な
勢
力
と
し
て
，

の
企
業
者
活
動
、
な
ら
び
に
革
新
に
っ
い
て
の
す
ぐ
れ
た
関
心

に
帰
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
彼
は
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
経
済
史
上
の
景
気
の
停
滞
・
恐

瞭
な
ら
び
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
特
定
的
な
原
因
的

勢
力
と
し
て
、
経
済
体
系
の
「
外
部
的
要
因
」
　
（
婁
ａ
；
巴

ず
ｏ
８
易
）
に
同
様
な
関
心
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
的

に
い
え
る
こ
と
は
、
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
学
説
の
認
識
と
し
て
不

充
分
で
あ
る
が
、
い
わ
ば
貨
幣
創
出
機
関
と
し
て
の
銀
行
を
、

前
に
述
べ
た
両
部
門
の
う
ち
に
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
、
し

か
も
両
部
門
に
お
い
て
相
異
る
役
割
を
演
じ
る
も
の
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
銀
行
を
、
景

気
循
環
の
革
新
の
理
論
に
わ
い
て
非
端
緒
的
、
な
ら
び
に
必
然

的
な
し
か
も
強
調
的
な
要
因
と
し
て
、
ま
た
特
発
的
変
■
動
に
わ

け
る
、
あ
る
い
は
深
淵
な
不
景
気
に
な
る
周
期
的
後
退
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
一
〇
四
（
四
七
四
）

る
、
独
立
し
た
原
因
的
勢
力
と
し
で
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
原
因
的
、
強
調
的
要
因
の
衝
突
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
に
つ
い

て
、
あ
る
い
は
分
離
す
る
こ
と
に
っ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
鋭
い

方
法
論
的
示
唆
が
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、

一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
民
は
、
次
の
三
つ
の
目
的
に
し

た
が
っ
て
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
変
動
理
論
に
つ
い
て
の
方

法
論
的
吟
味
を
企
て
る
。
Ｈ
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ｉ
景
気
変
動
理
論

の
両
部
門
に
お
け
る
貨
幣
お
よ
び
銀
行
の
役
割
に
つ
い
て
、
彼

の
著
述
を
通
し
て
考
察
の
脈
絡
を
搦
観
し
、
批
判
を
す
る
。
Ｈ

そ
の
た
め
、
革
薪
の
衝
突
か
ら
貨
幣
の
衝
突
を
で
き
る
か
ぎ
り

分
離
す
る
時
に
、
景
気
変
動
を
調
査
す
る
方
法
を
暗
示
し
た
彼

白
身
の
著
書
の
う
ち
に
そ
の
い
と
ぐ
ち
を
み
い
だ
し
て
い
く
。

８
彼
が
反
対
し
た
い
わ
ｏ
る
景
気
変
動
に
つ
い
て
の
古
典
的
貨

幣
理
論
で
も
っ
て
、
そ
の
複
合
理
論
の
両
部
門
を
結
合
し
、

そ
う
し
て
調
和
を
保
っ
た
景
気
変
動
の
理
論
を
撮
榔
す
る
。
こ

れ
ら
の
目
的
の
た
め
に
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
項
目
の



も
と
に
論
を
す
す
め
る
・
す
な
わ
ち
、
心
景
気
変
動
に
っ
い
て
　
　
因
、
生
長
お
よ
び
革
新
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
。
（
亭
隼
毫
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

の
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
お
け
る
貨
幣
の
役
割
。
Ｂ
シ
ュ
ム
　
き
を
べ
）
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
勢
力
の
う
ち
の
一
つ
の
グ
ル
ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ぺ
ー
タ
ー
の
論
議
か
ら
推
論
さ
れ
る
景
気
変
動
に
っ
い
て
の
研
　
　
プ
で
あ
る
生
長
は
、
均
衡
の
持
続
を
な
ん
ら
妨
げ
る
も
の
で
は

究
上
の
方
法
論
。
ｏ
経
済
発
展
お
よ
び
景
気
変
動
に
つ
い
て
の
　
　
な
く
、
他
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
均
衡
状
態
の
掻
乱
を
現
出

　
　
　
　
　
　
　
（

結
合
的
革
新
理
論
な
ら
び
に
貨
幣
的
不
均
衡
理
論
が
そ
れ
で
あ
　
　
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
て
景
気
変
動
を
も
た
ろ
す
の
は
そ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
な
る
べ
く
著
者
の
叙
述
を
追
っ
て
、
以
下
間
　
　
れ
ら
の
彊
乱
で
あ
る
。
そ
こ
で
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
、
　
「
今
や

題
点
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
ガ
変
動
原
因
で
あ
る
か
は
、
い
わ
ば
外
部
か
ら
経
済
体
系
自

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
に
衝
突
を
す
る
個
々
的
な
衝
撃
で
も
あ
り
、
あ
る
い
は
体
系

　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
体
に
よ
っ
て
一
般
化
さ
れ
た
変
化
の
明
白
な
過
程
で
あ
る
か

　
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
一
九
三
五
年
に
公
に
し
た
論
稿
（
、
、
弓
テ
。
　
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
（
亭
宇
？
婁
）
こ
の
よ

＞
量
－
苫
ポ
亀
目
８
８
昌
一
〇
〇
巨
奏
ｏ
、
、
）
で
、
景
気
の
後
退
、
．
　
う
な
論
述
か
ら
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
は
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
景

上
昇
に
お
け
る
第
三
の
論
理
的
に
明
確
な
要
因
と
し
て
革
新
に
　
気
変
動
の
理
論
は
、
Ｈ
景
気
循
環
の
理
論
、
あ
る
い
は
革
薪
の

言
及
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
彼
は
、
産
業
上
の
変
動
は
、
　
　
勢
力
お
よ
び
企
業
者
の
活
動
が
根
本
的
な
原
因
的
要
因
と
し
て

生
長
の
非
周
期
的
要
因
な
ら
び
に
革
新
に
と
っ
て
の
外
部
的
要
　
　
注
目
さ
れ
る
景
気
の
上
昇
振
動
、
下
降
振
動
の
回
帰
的
交
替
の

因
の
結
果
で
あ
る
と
述
べ
る
。
（
－
巨
エ
・
ｏ
・
べ
）
し
か
し
な
が
ら
　
　
理
論
。
Ｈ
経
済
体
系
の
反
応
か
ら
外
部
的
要
因
へ
生
ず
る
経
済

一
九
三
九
年
の
『
最
気
循
環
論
』
に
お
い
て
は
、
変
化
の
内
部
　
　
的
事
惜
の
な
だ
ら
か
な
過
程
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
妨
害
、

的
な
明
確
な
要
因
と
し
て
革
新
を
と
り
あ
げ
、
次
の
よ
う
な
簡
　
　
お
よ
び
非
常
に
変
態
的
な
不
景
気
の
理
論
、
な
ら
び
に
イ
ン
フ

結
な
論
述
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
経
済
変
動
は
、
外
部
的
要
　
　
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
っ
い
て
の
理
論
で
あ
る
と
整
理
を
試
み
る
。
そ

　
　
　
ｃ
・
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
『
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
お
げ
る
貨
幣
お
よ
び
景
気
変
動
』
（
浜
崎
）
　
　
一
〇
五
（
四
七
五
）



　
　
　
立
命
館
溜
済
学
（
第
三
巻
．
第
四
号
）

う
し
て
ま
さ
に
複
合
的
理
論
の
構
想
に
お
い
て
、
シ
ユ
ム
ペ
ー

タ
ー
の
景
気
変
動
の
理
論
は
組
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ

こ
で
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
は
便
宜
上
前
者
を
景
気
変
動
の
『
革

新
理
論
』
　
（
一
昌
ｏ
く
き
昌
亭
８
ミ
）
後
者
を
『
衝
動
理
論
』

（
。
。
ぎ
鼻
手
８
｛
）
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
景
気
循

環
の
理
論
、
お
よ
び
周
期
的
変
動
か
ら
区
別
す
る
主
要
な
擬
乱

の
理
論
と
性
格
づ
け
る
。

　
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
が
、
企
業
者
お
よ
び
革
薪
の
衝
動
の
役
割

と
同
様
に
外
部
的
要
因
の
衝
動
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ

と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
た
と
え
そ
れ
が
、
彼
の
著
述
に
現
れ
る
機

会
が
勘
い
か
ら
と
い
っ
て
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ

は
、
彼
が
「
外
部
的
要
因
は
常
に
重
要
で
あ
り
、
そ
う
し
て
時

に
は
指
配
的
な
も
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
外
部
的
要
因
に
対

す
る
体
系
の
反
応
は
、
わ
れ
わ
れ
が
観
察
す
る
経
済
変
動
に
つ

い
て
の
主
要
部
分
を
説
明
す
る
た
め
に
っ
ね
に
期
待
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
」
　
「
縄
乱
は
、
永
久
に
経
済
的
発
展
の
周
期
的
過
程

を
抹
殺
す
る
か
の
よ
う
に
非
常
に
勢
力
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
」
（
亭
圧
．
Ｏ
？
『
ド
旨
Ｑ
）
と
い
う
声
に
耳
を
傾
け
る
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
四
七
六
）

ろ
う
。
か
よ
う
に
企
業
考
活
動
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
充
分
な

関
心
を
外
部
的
要
因
に
注
い
だ
彼
は
、
米
国
の
十
七
・
八
世
紀

の
経
済
史
的
歴
史
事
実
に
論
及
す
る
の
で
あ
る
。
（
亭
宇
勺
？

違
ざ
轟
Ｑ
）
そ
う
し
て
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ｉ
は
、
経
済
生
活
に
わ

け
る
す
ぐ
れ
て
い
ち
じ
る
し
い
変
動
は
、
周
期
的
動
揺
の
間
題

で
あ
る
と
し
て
よ
り
は
、
国
家
的
政
策
の
問
題
と
し
て
重
大
で

あ
る
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
最
気
変
動
の
分
析
に
関
す
る
最

後
の
論
稿
（
、
、
葭
ぎ
◎
ユ
８
－
＞
ｏ
弓
８
｝
８
手
ｏ
＞
量
一
壱
庁

◎
↓
寅
妄
ぎ
９
吻
Ｏ
壱
－
鶉
、
、
）
で
資
本
主
義
的
生
活
の
悩
み
の
種
の

景
気
の
低
下
と
、
そ
う
し
て
景
気
循
環
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
な

ら
び
に
そ
の
過
程
の
局
面
と
し
て
の
最
気
の
後
退
と
の
相
違

を
誰
調
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
彼
は
、
　
「
周
期

的
な
景
気
の
抵
下
の
最
も
険
悪
な
状
態
、
わ
よ
び
す
べ
て
の
階

級
に
と
っ
て
の
妖
怪
を
最
気
循
環
で
理
解
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
情

は
、
景
気
循
環
に
と
っ
て
本
質
的
で
は
な
い
」
こ
と
を
論
じ

「
景
気
変
動
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
の
槻
察
は
、
周
期
的
メ
カ
ニ

ズ
ム
自
体
に
干
渉
す
る
こ
と
な
く
排
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

状
態
で
あ
る
」
と
い
う
。
　
（
亭
竿
？
岩
◎
）
そ
こ
で
ワ
ー
バ



ー
ト
ン
氏
は
こ
の
所
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
す
　
単
に
本
質
に
わ
い
て
わ
ず
か
に
相
違
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虫

な
わ
ち
、
と
も
か
べ
そ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ム
」
へ
－
タ
ー
　
　
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
、

は
、
景
気
変
動
の
革
新
理
論
よ
り
も
経
済
政
策
に
と
っ
て
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
註
を
附
し

一
層
の
影
響
の
よ
う
に
景
気
変
動
の
衝
動
理
論
を
注
目
し
た
こ
　
　
　
て
い
る
。

と
で
あ
る
。
景
気
の
停
滞
、
回
復
の
周
期
的
変
化
の
も
と
に
わ
　
　
　
シ
ュ
ム
ペ
ー
ク
ー
理
論
の
こ
の
側
面
は
、
シ
ュ
ム
ベ
ー
ク
ー
学
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
概
説
し
あ
る
い
は
景
気
変
動
理
論
に
対
す
る
彼
の
貢
献
を
評
価

け
る
作
業
と
し
て
、
因
果
関
係
の
過
程
を
観
察
し
分
析
す
る
場
　
　
　
す
る
こ
と
を
企
て
る
学
者
に
ょ
っ
て
無
視
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ

合
に
、
彼
は
銀
行
の
役
割
が
最
気
事
惜
の
決
定
に
と
っ
て
貨
幣
　
　
　
ろ
を
み
る
と
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
ク
レ
メ
ン
ス
と
ド
ゥ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
の
『
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
』
な
ら
び
に
ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
Ｈ
・
ハ

的
膨
脹
あ
る
い
は
、
収
縮
に
応
じ
て
指
配
的
で
あ
る
と
論
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
セ
ン
教
授
の
『
景
気
循
環
理
論
に
対
す
る
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
の

い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
、
企
業
者
の
革
　
　
　
貢
献
』
（
列
、
Ｏ
・
・
ぎ
旨
潟
奪
、
。
。
Ｏ
・
鼻
ま
ま
昌
ざ
旨
ま
婁
Ｏ
壱
斥

薪
活
動
に
反
映
す
る
決
定
に
と
っ
て
、
ま
た
最
気
循
環
の
源
泉
　
　
　
皇
。
。
、
＜
。
、
・
■
。
、
一
。
ミ
。
冨
、
目
。
邑
。
吻
串
己
・
り
一
。
ユ
ロ
。
庄
。
。
。
・
×
×
曽
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
胃
し
８
１
０
ｏ
～
）
そ
う
し
て
シ
ュ
ム
ベ
ー
ク
ー
の
革
新
景
気
循
環

で
あ
る
革
新
理
論
を
ひ
ろ
め
る
こ
と
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
論
に
つ
い
て
反
対
す
べ
き
特
徴
を
排
除
す
る
こ
と
を
企
て
、
あ

論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
い
は
貯
蓄
投
資
理
論
（
特
に
ヒ
ッ
ク
ス
の
理
論
）
で
も
っ
て
シ

　
シ
ュ
ム
ペ
ｉ
タ
ー
は
、
先
輩
な
ら
び
に
同
輩
の
い
わ
ゆ
る
貨
　
　
　
ユ
ム
ベ
ー
ク
ー
学
説
の
他
の
部
分
を
綜
合
す
る
こ
と
を
企
だ
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
Ｒ
・
フ
エ
ル
ス
教
授
（
声
ｏ
己
釘
宗
５
の
論
文
『
景
気
循

幣
的
景
気
循
環
理
論
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
の
理
払
蝸
』
（
、
、
、
『
プ
ｏ
弓
プ
◎
ｏ
『
＜
ｏ
ｈ
団
冒
ｏ
。
｛
員
¢
』
。
ｏ
．
Ｏ
＜
ｏ
テ
。
■
。
膏
四
『
ｏ
二
×

そ
れ
は
、
銀
行
組
繊
の
作
用
効
果
に
よ
る
不
景
気
、
イ
ン
フ
レ
　
　
　
旨
冒
§
一
・
ｈ
目
・
昌
§
亘
■
×
≦
〔
お
竃
〕
緕
－
亀
）
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
そ
う
で
あ
る
。
フ
エ
ル
ス
教
授
の
綜
合
的
理
論
の
特
徴
の
一
つ

ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
政
府
の
貨
幣
政
策
そ
う
し
て
そ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
貨
幣
的
要
素
が
原
閑
的
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

前
者
と
後
者
を
一
緒
に
し
た
場
合
の
不
最
気
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
　
　
　
認
識
で
あ
る
。
特
に
自
弓
２
膏
己
易
毛
チ
一
。
。
わ
よ
び
下
降
振

ヨ
ン
に
対
し
て
研
究
的
態
度
を
表
明
す
る
学
者
の
見
解
と
、
只
　
　
　
動
の
強
調
に
お
い
て
サ
て
う
で
あ
る
。
と
も
か
く
フ
ェ
ル
ス
教
授
は

　
　
　
　
Ｃ
・
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
『
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
お
げ
る
貨
幣
お
よ
び
景
気
変
動
』
　
（
浜
崎
）
　
　
一
〇
七
（
四
七
七
）
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命
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こ
の
認
識
を
ヒ
ッ
ク
ス
に
最
初
に
も
と
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

　
　
貨
幣
理
論
に
対
す
る
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
貢
献
の
殆
ん
ど
を
無
視

　
　
す
る
。
そ
う
し
て
ま
た
不
景
気
な
ら
び
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
お
け
る
貨
幣
の
役
割
を
無
視
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
、
死
の
直
前
に
お
い
て
い
わ
り
る

梓
景
気
．
不
景
気
は
、
景
気
循
環
（
内
生
的
変
動
）
の
メ
ヵ
ニ

ズ
ム
な
ら
び
に
そ
の
遇
程
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

一
般
的
に
機
構
化
さ
れ
た
銀
行
組
織
に
よ
っ
て
擾
け
ら
れ
て
い

る
完
全
に
強
力
な
、
し
か
も
え
い
智
的
で
あ
る
政
府
に
よ
っ
て

さ
け
る
こ
と
が
で
き
る
１
冒
険
的
な
事
柄
１
に
よ
る
と
い
う
考

え
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
（
。
、
串
ぎ
ｏ
ユ
ｓ
－
＞
勺
雫
§
｝

一
。
手
。
＞
量
－
苫
ポ
亀
寅
畠
一
罵
窒
ｏ
壱
－
富
。
”
一
勺
？
－
；
１
呂
一

Ｈ
畠
）
と
も
あ
れ
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
、
経
済
を
激
動
さ
せ
る

外
部
的
要
因
の
広
範
な
多
様
性
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
外
部
的
要
因
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
場
合
、
二
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
は
、
こ

れ
を
貨
幣
的
要
困
と
非
貨
幣
的
要
因
と
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
に

観
察
す
る
。

　
貨
幣
的
要
因
…
…
Ｈ
偶
然
の
発
見
に
よ
る
金
生
産
の
変
化
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
（
四
七
八
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
国
際
的
金
移
動
の
よ
う
な
彩
。
ｅ
改
鋳

　
　
　
　
　
　
　
　
貨
幣
闘
争
。
同
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
的
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
行
業
。
割
デ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
的
申
央
銀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
操
作
。

　
非
貨
幣
的
要
因
…
Ｈ
戦
争
、
革
命
、
戦
争
の
危
険
、
杜
Ａ
み
的

　
　
　
　
　
　
　
　
不
安
。
け
自
然
的
大
異
変
。
８
発
展
、
租

　
　
　
　
　
　
　
　
税
、
露
税
、
膚
業
政
策
、
統
制
規
則
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
制
度
的
変
化
。
同
宗
教
的
圧
迫

　
　
　
　
　
　
　
　
等
に
よ
る
移
住
。

　
こ
の
よ
う
に
景
気
変
動
に
関
す
る
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
作
業

に
お
け
る
理
論
の
二
元
性
の
認
識
、
な
ら
び
に
理
論
の
両
部
門

に
お
け
る
貨
幣
要
素
の
重
要
性
の
認
識
（
特
に
衝
動
理
論
に
お

い
て
）
は
、
彼
自
身
の
労
作
の
う
ち
に
解
答
を
み
い
だ
す
こ
と

の
で
き
な
い
興
味
の
あ
る
間
題
を
提
出
す
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち

Ｈ
景
気
の
後
退
あ
る
い
は
上
昇
は
、
革
新
理
論
に
加
う
る
に
む

　
し
ろ
衝
動
理
論
の
蝪
連
に
お
い
て
説
明
を
要
す
る
の
を
異
常

　
で
あ
る
と
す
る
範
囲
の
境
界
線
は
何
で
あ
る
か
。
例
え
ば
、



　
一
九
三
七
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
の
途
方
も
な
い
、
し
か
　
　
　
ン
に
お
け
る
指
配
的
外
部
的
要
因
で
あ
る
貨
幣
的
勢
力
の
孤

　
し
比
較
的
に
短
い
不
景
気
が
定
め
ら
れ
る
の
は
、
ど
ち
ら
の
　
　
　
立
を
導
く
の
で
あ
る
む
ら
ば
、
不
可
避
い
的
に
い
わ
ｏ
る
当
然

　
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
察
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
ら
と
し
て
二
の
問
題
は
目
立
っ

Ｈ
衝
動
理
論
は
、
長
気
変
動
の
貨
幣
的
諸
理
論
に
ど
の
よ
う
に
　
　
　
て
現
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
厳
密
に
関
連
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
こ
と
は
更
に
次
の
二
つ
　
邑
も
し
貨
幣
的
勢
力
、
銀
行
勢
力
が
深
淵
な
不
景
気
お
よ
び
激

　
の
間
題
の
解
決
を
ま
つ
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
お
け
る
根
源
的
外
部
的
要
因
で

　
○
不
景
気
な
ら
び
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
歴
史
的
研
究
が
　
　
　
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
国
民
経
済
研
究
所
（
オ
饒
ユ
。
、

　
　
な
さ
れ
る
場
合
、
多
く
の
状
態
に
お
い
て
指
配
的
で
あ
り
　
　
　
；
－
舅
弓
ｏ
書
■
８
昌
昌
｛
ｏ
声
ｇ
ｏ
ｐ
、
。
｝
、
）
の
景
気
循
環
参
考

　
　
原
因
的
に
戦
略
的
で
あ
る
１
外
部
的
要
因
１
が
性
格
と
し
　
　
　
期
目
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
た
よ
り
一
層
適
切
な
上
昇
わ
よ
び

　
　
て
結
果
的
に
ど
う
し
て
貨
幣
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
　
　
下
降
に
つ
い
て
の
多
く
の
殆
ん
ど
の
根
本
的
な
解
釈
は
、
さ

　
い
適
度
の
上
昇
・
下
降
の
交
替
に
も
と
づ
く
景
気
の
後
退
な
　
　
ら
に
適
切
な
状
態
に
わ
い
て
起
き
て
い
る
同
様
な
勢
力
で
は

　
（
　
　
ら
び
に
回
復
の
リ
ズ
ム
よ
り
も
、
む
し
ろ
ひ
ど
い
不
最
気
　
　
　
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
お
よ
び
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
、
方
向
を
与
え
て
い
る
最
　
同
銀
行
の
活
動
は
ー
，
銀
行
の
作
用
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
機
会

　
　
気
変
動
の
貨
幣
理
論
は
・
ど
の
よ
う
な
程
度
で
あ
る
の
か
。
　
　
に
衝
突
す
る
外
部
的
要
因
に
対
す
る
反
応
に
わ
い
て
　
　
企

　
も
し
先
ず
最
初
に
こ
れ
ら
の
疑
間
が
現
実
的
観
念
に
わ
い
て
、
　
業
者
前
の
機
会
の
有
利
さ
に
関
し
て
囚
果
的
影
響
の
よ
う
に

　
合
理
的
に
導
か
れ
た
境
界
線
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
な
ら
、
　
　
振
舞
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、

　
そ
う
し
て
ま
た
こ
の
第
Ｈ
の
間
題
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
　
　
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
革
新
理
論
の
本
質
的
部
分
で
あ
る
革
薪

　
て
歴
史
的
研
究
が
深
淵
な
不
景
気
お
よ
び
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
　
　
の
群
生
、
な
ら
び
に
隆
起
に
お
い
て
銀
行
の
行
為
は
、
主
要

　
　
　
　
ｃ
・
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
『
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
お
げ
る
貨
幣
お
よ
び
景
気
変
動
』
　
（
浜
崎
）
　
　
一
〇
九
（
四
七
九
）
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な
因
果
的
勢
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　
岡
も
し
も
前
に
の
べ
た
二
つ
の
間
題
（
ｃ
Ｄ
の
）
が
肯
定
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

解
決
さ
れ
る
な
ら
ば
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
〃
産
業

　
上
の
変
動
に
つ
い
て
の
自
動
的
貨
幣
的
原
因
１
と
１
循
環
の

　
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
た
め
に
特
定
的
観
念
に
入
る
そ
れ
ら
の
貨
幣

　
的
原
因
１
と
の
間
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
の
よ
り
は
、

　
そ
の
区
別
が
む
つ
か
し
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
シ
ユ
ム
ヘ
ー
タ
ー
の
景
気
変
動
論
の
二
元
性
の

　
認
識
と
、
そ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
と
貨
幣
要
素
と
の
関

　
連
的
認
識
に
も
と
づ
い
て
、
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
は
五
つ
の
問

　
題
を
提
起
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
間
題
点
の
解
決
へ

　
の
手
が
か
り
と
な
る
方
法
論
的
叙
述
を
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
Ｂ

　
　
　
　
（

　
シ
ユ
ム
ヘ
ー
タ
ー
は
、
不
景
気
状
態
に
対
し
て
反
応
し
が
ち

で
あ
る
事
柄
を
除
去
す
る
た
め
に
、
そ
う
し
て
景
気
循
環
に
起

り
が
ち
で
あ
る
不
安
を
望
ま
し
い
範
囲
に
縮
少
す
る
た
め
の
政

策
計
画
を
発
展
す
る
た
め
、
１
歴
史
的
個
体
と
し
て
の
循
環
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
（
四
八
○
）

に
っ
い
て
論
議
を
し
、
説
明
を
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
彼

は
、
あ
ら
り
る
循
環
の
い
わ
ば
１
歴
史
的
分
析
１
を
暗
示
し
た

の
で
あ
る
。
（
れ
川
匡
ぎ
◎
二
〇
告
＞
勺
窄
ｓ
ｏ
サ
８
亭
ｏ
＞
目
巴
壱
げ

ｏ
『
宙
舅
ぎ
２
。
。
Ｏ
壱
－
９
、
、
？
旨
◎
）
初
期
の
論
文
に
お
い
て
は
、

決
定
的
状
態
に
お
い
て
作
用
す
る
外
都
的
要
因
を
孤
立
化
す
る
．

手
段
と
し
て
、
景
気
変
動
の
歴
史
的
研
究
の
必
要
を
強
く
主
張

し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
歴
史
的
・
統
計
的
・
分
析
的
な
研

究
方
法
の
方
式
を
整
序
す
る
必
要
を
述
べ
た
。
（
、
刈
弓
牙
＞
冨
与

。
。
汰
◎
市
自
８
昌
昌
庁
Ｏ
罫
轟
９
、
、
勺
ｂ
）
ま
た
他
の
場
所
で
は

「
わ
れ
わ
れ
が
デ
フ
レ
ー
シ
’
ン
の
危
機
に
つ
い
て
議
論
し
な

け
れ
ば
な
石
な
い
か
、
ま
た
は
正
常
な
循
環
の
不
景
気
に
つ
い

て
論
議
を
は
さ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
い

わ
ば
性
格
の
異
っ
た
に
わ
か
景
気
を
較
べ
て
明
確
に
す
る
こ
と

は
、
実
践
的
に
注
目
に
価
す
る
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し

て
そ
の
こ
と
は
、
診
断
や
救
済
的
政
策
の
た
め
に
そ
れ
ら
両
者

の
大
き
な
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る
。
　
（
、
、
一
一
フ
６
ｏ
！
ｏ
テ
目
暮
｛
◎
目
（
）
『
↑
サ
ｏ
曳
巨
ｏ
。
｛
目
９
吻

Ｏ
＜
ｏ
－
９
。
、
？
室
」
）
し
か
し
な
が
ら
景
気
循
環
に
関
す
る
最
後
の



論
交
で
は
彼
は
、
景
気
循
環
を
歴
史
的
個
体
と
し
て
論
ず
る
の
　
　
ム
ペ
ー
タ
ー
の
態
度
を
鮮
明
に
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
所
論

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
１
記
録
上
の
一
切
の
循
環
へ
歴
史
的
分
　
　
に
耳
を
傾
け
よ
う
。

析
〃
を
要
求
す
る
知
識
の
性
格
に
つ
い
て
附
加
的
註
釈
を
加
え
　
　
　
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
、
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
長
期
的
な
統

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
彼
は
、
歴
史
的
作
業
に
っ
い
　
計
上
の
系
列
の
編
輯
に
意
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ

て
は
次
の
三
つ
の
タ
ィ
プ
が
究
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
　
　
れ
は
二
十
五
年
よ
り
も
は
る
か
に
長
時
代
を
１
長
期
間
１
に
よ

い
う
。
す
な
わ
ち
Ｈ
長
期
の
統
計
的
系
列
の
展
開
な
ら
び
に
吟
　
　
っ
て
意
味
す
る
統
計
的
系
列
で
あ
る
。
彼
は
最
底
限
度
と
し
て
、

味
。
Ｈ
分
析
的
記
述
。
臼
産
業
的
場
所
的
論
攻
で
あ
る
。
さ
て
　
　
二
五
〇
年
の
一
時
代
の
量
的
考
察
お
よ
び
深
重
に
期
巨
を
決
定

歴
史
的
研
究
の
こ
れ
ら
の
タ
ィ
プ
に
つ
い
て
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
　
　
し
た
理
由
を
暗
示
し
た
の
で
あ
る
。
　
（
、
列
宙
婁
ぎ
９
・
。
Ｏ
壱
－
２
。
、

の
註
釈
は
辛
辣
で
あ
る
が
、
け
れ
ど
も
そ
れ
ら
は
、
研
究
的
糖
　
　
勺
』
き
）
そ
う
レ
て
統
計
上
の
系
列
の
分
析
お
よ
び
展
開
の
両

神
に
お
い
て
常
に
充
分
保
た
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
　
者
に
お
い
て
、
理
論
的
組
織
を
使
用
す
る
必
要
を
強
調
し
た
。

っ
て
、
非
常
に
適
切
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
　
す
な
わ
ち
「
わ
れ
わ
れ
の
論
理
が
可
能
的
図
式
の
領
域
外
に
あ

ら
の
作
業
上
の
三
つ
の
タ
ィ
プ
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
貨
幣
的
　
　
る
と
い
う
観
念
に
お
い
て
、
統
計
的
方
法
は
一
般
的
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

勢
力
や
銀
行
勢
力
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
察
す
る
　
　
そ
れ
ら
の
統
計
的
方
法
は
、
適
応
し
て
い
る
諾
形
式
の
理
論
か

必
要
が
あ
る
。
も
し
も
歴
史
的
研
究
が
前
節
（
Ａ
）
で
提
起
し
　
　
ら
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
あ
る
時
代
の
経
済
的
現

た
疑
間
に
対
し
て
何
ら
か
の
解
決
を
み
い
だ
す
よ
す
が
と
な
る
　
象
の
分
析
は
、
現
象
を
も
た
ら
す
経
済
事
実
か
ら
進
め
ね
ば
な

な
ら
ば
、
そ
の
疑
間
に
対
し
て
の
興
味
の
焦
点
は
、
全
く
必
然
　
　
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
現
象
か
ら
生
ず
る
貨
幣
的
集

的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
考
察
を
し
て
く
る
ワ
ー
　
団
か
ら
す
す
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
」
と
。
　
（
亭
竿
Ｏ
．
－
窒
）

バ
ー
ト
ン
氏
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
タ
ィ
プ
に
つ
い
て
の
シ
ュ
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
銀
行
勢
力
や
貨
幣
的
勢
力
の
領
域
に
属
す

　
　
　
Ｃ
・
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
・
『
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
お
げ
る
貨
幣
お
よ
び
景
気
変
動
』
（
浜
崎
）
　
　
一
一
一
（
四
八
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
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る
そ
れ
ら
の
外
部
的
要
因
に
集
中
化
し
た
統
計
的
系
列
を
展
開

す
る
た
め
に
、
外
部
的
要
因
の
他
の
タ
ィ
プ
か
ら
貨
幣
的
わ
よ

び
銀
行
的
諸
勢
力
の
要
因
を
分
離
す
る
こ
と
は
、
必
要
な
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
そ
の
こ
と
は
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
生
長
の
論
議

の
拡
大
化
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
彼
は

生
長
の
か
ら
み
合
を
、
革
薪
に
よ
る
結
果
な
ら
び
に
外
部
的
要

因
の
結
果
で
も
っ
て
認
識
し
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
て
生
長
と

統
計
的
傾
向
の
間
を
注
意
深
く
区
別
し
た
の
で
あ
る
。
（
。
川
－
ざ
．

吻
ぎ
２
。
。
Ｏ
壱
－
２
、
、
予
ち
ら
）
し
か
し
な
が
ら
と
も
か
く
循
環
に

つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
不
景
気
、
お
よ
び
生

長
に
っ
い
て
の
デ
ー
タ
ー
か
ら
の
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
い
ず
れ

の
観
念
に
お
い
て
も
、
景
気
変
動
に
関
す
る
事
実
上
の
デ
ー
タ

ー
か
ら
分
離
す
る
た
め
に
、
〃
生
長
－
概
念
は
、
革
新
の
衝
動

の
か
よ
う
な
部
分
を
ヵ
バ
ー
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
て
外
部

要
因
は
、
全
体
と
１
し
て
経
済
に
関
す
る
根
源
的
な
変
化
物
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

い
て
長
期
的
傾
向
を
具
体
的
に
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
半
　
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
民
は
註
を
附
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ

　
ち
、
生
長
に
っ
い
て
の
こ
の
論
述
の
拡
大
は
、
性
格
的
に
は
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
（
四
八
二
）

で
あ
る
が
し
か
し
な
が
ら
生
長
に
関
す
る
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
根

率
的
定
義
の
関
連
に
お
い
て
ば
、
さ
ほ
ど
で
ば
む
い
。
シ
ュ
ム
ベ

ー
タ
ー
が
「
わ
れ
わ
れ
は
生
長
に
よ
つ
て
、
単
位
時
間
の
増
長
．

減
少
が
認
め
ら
れ
る
掻
乱
の
む
い
組
織
に
よ
つ
て
、
　
一
殻
的
に
併

呑
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
観
念
に
わ
い
て
、
継
続
的
に
起

き
る
経
済
的
デ
ー
タ
ー
内
の
変
化
を
意
味
す
る
」
　
（
斤
、
弓
｝
５
＞
目
苧

－
壱
庁
◎
『
目
８
昌
昌
旨
Ｏ
茅
畠
ｏ
、
。
一
勺
・
』
）
と
い
う
場
合
革
新
わ
よ

び
革
新
の
結
果
が
、
景
気
進
行
の
正
常
な
部
分
と
し
て
起
き
る
領

域
ま
で
こ
の
定
義
に
よ
つ
て
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
革

新
に
つ
い
て
こ
の
点
に
ふ
れ
た
議
論
と
し
て
は
Ｃ
．
Ｓ
．
ソ
ロ

ー
（
Ｏ
弩
◎
ご
目
ｏ
ｏ
プ
◎
ミ
○
り
◎
一
◎
）
の
『
資
本
主
義
過
程
に
お
け
る
革

新
』
－
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
の
批
判
－
（
巨
ｂ
◎
；
巨
◎
ヨ
旨
｝
ｏ

Ｏ
ｐ
ｏ
岸
竺
ａ
け
弓
『
◎
ｏ
９
吻
一
＞
Ｏ
ニ
ユ
ｏ
仁
ｏ
◎
ｎ
二
５
　
０
（
ｏ
プ
巨
冒
℃
ｏ
冨
二
ｐ
ｂ

弓
プ
Ｏ
◎
Ｈ
ざ
侵
彗
ａ
々
』
◎
…
目
巳
Ｏ
ｎ
０
８
箏
◎
昌
｝
９
一
Ｈ
・
〆
く
一
Ｈ
爵
一

昌
べ
ー
○
ｏ
ｏ
◎
）
を
参
照

資
本
財
源
の
蓄
積
の
結
果
を
経
て
、
杜
会
の
生
産
力
に
関
す
る
革

新
の
長
期
の
衝
突
は
、
ま
た
シ
ユ
ム
ペ
ー
ク
ー
の
よ
り
限
定
的
な

生
長
の
宅
義
の
う
ち
に
合
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
次
の
よ

う
に
い
う
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
人
口
に
わ
け
る
諾
変
化
を
（
厳
密

に
は
年
代
的
配
分
に
お
け
る
）
生
長
と
い
う
一
．
百
葉
（
沽
極
的
で
あ

れ
、
責
極
的
で
あ
れ
）
に
よ
つ
て
指
摘
す
る
で
あ
ら
う
。
ス
、
う
し

て
貯
蓄
総
額
の
う
ち
に
貨
幣
単
位
の
購
買
力
に
わ
け
る
変
化
の
山
」

め
に
矯
正
さ
れ
た
蓄
積
を
イ
ラ
一
、
、
す
る
」
（
川
。
茅
邑
ご
雲
｝
○
＜
（
二
９
。
、
一

勺
ｂ
ｃ
。
）



　
こ
こ
に
わ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
経
済
変
　
　
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
（
ん
勺
雪
ぎ
ｏ
ユ
ｓ
－
＞
勺
雫
§
｝
８
手
ｏ

動
に
お
け
る
要
因
の
分
類
に
つ
い
て
の
修
正
で
も
っ
て
以
下
の
　
＞
量
－
壱
庁
ｏ
『
民
舅
ぎ
９
。
。
Ｏ
壱
－
９
、
、
？
－
寒
）
し
か
し
な
が
ら

四
っ
の
グ
ル
ー
プ
に
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
　
Ｈ
人
　
　
外
部
的
要
因
の
特
定
的
な
グ
ル
ー
プ
の
重
要
性
を
概
括
す
る

口
な
ら
び
に
単
位
資
本
生
産
高
に
お
け
る
長
期
に
わ
た
る
典
型
　
　
場
合
に
は
、
分
析
的
記
述
は
、
長
期
的
な
時
間
系
列
に
お
け
る

的
平
均
的
比
率
。
貨
幣
使
用
の
習
性
に
お
け
る
諸
傾
向
を
包
含
　
　
と
同
様
に
不
可
欠
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
間
題
解

す
る
長
期
的
な
制
度
上
の
変
化
。
Ｈ
他
の
長
期
的
傾
向
よ
り
も
　
　
明
の
た
め
に
歴
史
的
作
業
似
こ
の
タ
ィ
プ
に
し
た
が
わ
ね
ば
な

根
源
的
に
外
部
的
要
因
か
ら
独
立
し
て
い
る
革
新
な
ら
び
に
企
　
　
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
外
部
的
要
因
の
貨
幣
的
法
律
制

業
者
活
動
の
諾
結
果
。
昌
そ
の
外
部
的
要
因
は
貨
幣
的
、
銀
行
　
　
定
に
と
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
が
存
在
す
る
の
か
。
そ
う

的
な
領
域
で
な
い
。
同
貨
幣
的
性
格
の
外
部
的
要
因
で
あ
る
。
　
　
し
て
夫
夫
の
場
合
に
お
け
る
、
法
律
制
定
の
性
格
は
何
で
あ
っ

　
次
に
、
歴
史
的
作
業
に
わ
け
る
第
二
の
タ
ィ
プ
す
な
わ
ち
、
　
　
た
の
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
他
の
金
発
見
が
、
そ
れ
ら
の
外
部

分
析
的
記
述
に
つ
い
て
の
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
の
論
述
は
、
シ
ュ
　
的
要
因
の
衝
突
の
指
示
に
と
っ
て
、
銀
行
的
・
貨
幣
的
統
計
の

ム
ペ
ー
タ
ー
が
「
分
析
的
記
述
は
、
そ
の
時
代
の
系
列
の
説
明
　
精
査
を
要
請
す
る
た
め
に
真
実
影
響
的
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た

を
容
易
な
ら
し
め
る
し
、
そ
う
し
て
理
論
上
の
一
つ
の
抑
制
と
　
　
ど
の
よ
う
な
機
会
が
特
定
的
な
中
央
銀
行
の
決
断
や
、
そ
う
し

し
て
有
用
で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
か
か
わ
っ
て
始
ま
る
。
　
　
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
お
よ
び
デ
フ
レ
ー
シ
コ
ン
を
起
す
こ
と

さ
て
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
こ
の
説
明
は
、
い
わ
ば
分
析
的
記
述
　
　
を
指
配
し
て
い
る
政
府
権
力
の
決
定
と
な
っ
た
の
か
。
そ
う
し

が
産
業
変
動
の
過
程
に
つ
い
て
幾
分
か
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
ど
　
て
そ
れ
ら
の
決
定
の
性
格
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
等
の
間

こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
経
済
構
造
に
関
す
る
分
析
的
記
述
の
結
果
　
　
題
に
お
い
て
で
あ
る
。

は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
も
と
　
　
　
さ
て
歴
史
的
作
業
の
第
三
の
タ
ィ
プ
す
な
わ
ち
産
業
的
、
場

　
　
　
Ｃ
。
ワ
ー
バ
ｉ
ト
ン
．
『
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
お
け
る
貨
幣
お
よ
び
景
気
変
動
』
（
浜
崎
）
　
　
一
ニ
ニ
（
四
八
三
ｖ



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
四
号
）

所
的
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
は
同
一
計
画

に
し
た
が
っ
て
整
序
さ
れ
た
産
業
上
の
設
定
的
な
移
し
い
モ
ノ

グ
ラ
フ
の
集
蒐
や
、
そ
う
し
て
生
産
お
よ
び
消
費
機
能
に
お
け

る
絶
え
ま
な
い
歴
史
的
変
化
に
対
し
て
、
一
般
的
注
意
を
与
え

る
の
で
あ
る
。
ま
た
他
方
指
導
的
職
員
の
行
動
わ
よ
び
質
に
一

般
的
注
目
を
与
え
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
　
（
亭
竿
？
－
葦
）

と
も
か
く
こ
の
よ
う
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
研
究
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ム

ペ
ー
タ
ー
の
議
論
は
、
外
部
的
要
因
の
衝
動
を
性
格
的
に
貨
幣

的
で
あ
る
か
、
非
貨
幣
的
で
あ
る
か
ど
う
か
と
外
部
に
探
し
出

す
よ
り
は
、
む
し
ろ
革
新
か
ら
結
果
的
に
現
れ
る
経
済
変
化
の

特
定
的
な
状
態
の
詮
索
の
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
的

研
究
は
、
有
用
で
あ
る
と
考
え
て
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

確
に
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
衝
動
の
衝
撃
の
孤
立
に

向
っ
て
方
向
づ
け
た
歴
史
的
作
業
に
わ
い
て
、
非
常
に
重
要
で

あ
り
必
要
で
あ
る
だ
ろ
う
一
つ
の
モ
ノ
ゲ
ラ
フ
的
研
究
の
グ
ル

ー
プ
が
存
在
す
る
Ｃ
こ
れ
ら
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
的
研
死
は
、
衝
動

を
起
す
勢
力
の
特
定
的
な
タ
ィ
フ
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
勢
力
の

作
用
の
特
定
的
な
状
態
の
研
究
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
貨
幣
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
四
八
四
）

因
に
集
中
し
た
景
気
変
動
，
研
究
に
わ
い
て
、
景
気
に
と
っ
て
の

衝
動
の
創
造
者
の
よ
う
に
銀
行
組
織
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

的
な
研
究
を
す
る
こ
と
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
。
と
も
あ
れ
景
気
変
動
分
析
の
方
法
論
に
対
す
る
シ
ユ
ム
ペ

ー
タ
ー
の
貢
献
は
、
貨
幣
要
因
の
孤
立
に
つ
い
て
正
し
く
判
断

し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
れ
ら
の
貨
幣
的
要
因
の
衝

突
は
、
い
わ
ゆ
る
要
因
の
分
類
に
、
限
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な

く
、
ま
た
歴
史
的
研
究
を
顧
慮
す
る
彼
の
暗
示
に
制
限
さ
れ
る

の
で
も
な
い
。
貨
幣
・
価
格
・
生
産
高
・
雇
傭
な
ら
び
に
均
衡

に
関
す
る
理
論
の
叙
述
の
局
面
も
か
よ
う
な
方
法
論
の
発
展
に

寄
与
す
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー

の
そ
の
す
ぐ
れ
た
論
議
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
修
正
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー

の
労
作
の
こ
れ
ら
の
理
論
的
局
面
は
、
概
念
の
定
義
わ
よ
び
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

用
を
包
含
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
　
ａ
貨
幣
流
出
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（
特
に
貨
幣
の
流
出
反
復
量
）
　
ｂ
貨
幣
量
　
ｃ
貨
幣
の
所
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

遠
度
　
ｄ
価
格
水
準
あ
る
い
は
貨
幣
単
位
の
価
値
　
ｃ
総
生
産

　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

高
　
ｆ
交
換
方
程
式
　
９
国
民
所
得
計
算
組
織
　
ｈ
均
衡
接
近

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ｉ
平
衡
勢
力
ｊ
期
詩
、
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
れ
ら
の
各
各
　
－
竃
一
刈
刷
弓
牙
ｂ
ｏ
Ｓ
宗
ｏ
＝
亭
弓
ミ
９
ユ
ｏ
。
。
一
。
、
Ｏ
．
い
）
次
に
後

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
搦
念
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
見
解
な
ら
び
に
必
要
　
者
す
な
わ
ち
貨
幣
使
用
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
所
得
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄

な
修
正
が
こ
こ
に
要
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
度
の
概
念
の
形
成
を
な
さ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
経
済
変
化
な
ら
び
に
景
気
変
動
に
関
す
る
シ
　
　
米
　
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
は
こ
の
点
に
っ
い
て
Ａ
．
Ｗ
．
マ
ー
ジ
ェ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＞
『
亭
昌
≠
．
竃
彗
ｑ
ｑ
ｇ
）
氏
の
『
シ
「
一
ム
。
へ
「
タ
ー
学
説
の
貨

ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
分
析
の
端
緒
的
な
立
場
は
貨
幣
流
出
反
復
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幣
的
局
面
』
（
ん
允
、
－
一
ぎ
竃
◎
ｐ
ｇ
彗
＜
＞
ｏ
ｏ
ｏ
ｇ
易
亀
亭
¢
ｏ
ｏ
ｏ
｝
ｏ
昌
・

の
概
念
で
あ
る
。
（
れ
、
↓
ぎ
↓
プ
８
｛
亀
睾
昌
ｏ
昌
一
〇
じ
ｏ
く
』
、
　
　
　
肩
雪
一
竃
。
。
重
ｏ
昌
。
。
一
雰
多
≠
亀
目
８
昌
邑
・
ｏ
。
§
一
邑
蔓

◎
看
員
。
、
麦
二
事
丁
婁
邑
、
、
一
麦
婁
Ｏ
喜
メ
、
、
　
、
メ
、
昌
一
竃
一
一
に
ふ
れ
て
い
る
。
マ
、
ジ
一
ト
氏
は
シ
一
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ー
タ
ー
を
所
得
速
匿
の
公
式
化
に
お
け
る
現
代
経
済
学
者
中

〇
三
ヨ
ー
婁
）
し
か
し
こ
の
概
念
は
、
明
ら
か
に
二
つ
の
要
素
で
　
　
　
　
す
ぐ
れ
た
学
者
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

組
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
貨
幣
量
と
貨
幣
随
用
の
　
　
　
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ｉ
は
所
得
遠
度
の
概
念
に
つ
い
て
、
二
つ
の

割
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
、
前
者
を
測
定
す
　
　
変
形
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
。
Ｈ
純
所
得
遠
度
Ｈ
総
体
荷
得
遠

る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
蔵
省
の
預
金
残
高
の
追
加
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
（
。
刈
宙
舅
ぎ
２
吻
Ｏ
＜
ｏ
－
富
。
。
一
勺
・
邊
ｏ
）
こ
こ

上
つ
て
調
整
さ
れ
た
預
金
総
額
、
お
よ
び
シ
リ
ー
ズ
に
記
録
さ
　
　
で
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
・
後
者
と
ほ
と
ん
ど
類

れ
公
表
さ
れ
て
い
る
通
貨
と
実
質
的
に
等
し
い
概
念
を
使
用
し
　
　
似
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
決
し
て
等
し
い
も
の
で
は
な
い
一
つ

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
概
企
は
、
し
ば
し
ば
有
期
預
金
　
　
の
変
体
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
貨
幣
量
に
よ
っ
て
分
割

を
排
除
し
て
用
い
ら
れ
た
狭
い
概
念
よ
り
も
、
棚
察
の
実
践
的
　
さ
れ
た
最
終
生
産
物
の
た
め
の
支
出
額
で
あ
る
。
Ｊ
・
ヴ
ァ
ィ

な
点
か
ら
し
て
有
用
で
あ
る
と
い
う
理
由
を
表
示
し
た
一
九
ニ
　
　
ナ
ー
（
盲
８
げ
≦
罵
『
）
は
こ
れ
を
「
最
終
購
買
遠
度
」
（
コ
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米

○
年
代
の
発
展
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
述
し
て
い
る
の
と
実
質
　
　
邑
ｏ
弓
｝
婁
富
く
』
ｏ
〇
一
｛
）
と
表
現
し
て
い
る
が
、
ワ
ー
バ

的
に
等
し
い
。
（
－
ｗ
舅
ぎ
９
。
・
Ｏ
壱
－
８
”
。
毛
．
ｃ
・
昌
－
ミ
昌
庄
Ｓ
－
　
ー
ト
ン
氏
は
こ
れ
を
「
巡
回
遠
度
」
　
（
９
，
２
宗
＜
巴
ｏ
ｏ
身
）

　
　
　
Ｃ
・
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
・
『
シ
≠
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
お
け
る
貨
幣
お
よ
び
景
気
変
動
』
（
浜
崎
）
　
　
一
一
五
（
四
八
五
）
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共
“

。
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　
北
　
』
８
◎
げ
く
巨
２
一
、
刈
の
言
ま
易
旨
亭
ｏ
弓
｝
ｏ
◎
｛
亀
－
巨
ｏ
冒
黒
｝
・

　
　
　
◎
目
巴
弓
§
｛
９
２
ｏ
ミ
く
◎
亭
一
｝
睾
勺
雲
津
宙
８
８
℃
．
寄
べ

　
共
箏
　
　
一
何
弓
｝
¢
Ｏ
０
９
己
彗
弓
５
箏
｛
巨
く
Ｏ
目
具
弩
×
く
巴
◎
Ｏ
ざ
き
。
。
Ｐ
目
｛

　
　
　
何
ハ
、
Ｈ
一
｝
５
弓
｝
ｏ
ｏ
＜
亀
弓
冒
邑
昌
ｏ
ｑ
勺
◎
｛
ｂ
房
巨
寅
冒
ｏ
ｏ
ざ
易
吻
自
■
ｇ
・

　
　
　
■
ｐ
二
◎
冒
の
，
、
曾
彗
５
巳
く
』
ｏ
；
目
当
亀
目
８
冒
ｏ
昌
川
ｏ
９
■
以
Ｈ
目

　
　
ｐ
目
｛
■
肉
Ｈ
く
｝
～
閉
－
紅
り

　
わ
れ
わ
れ
は
紙
嘱
の
爵
係
上
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
研
究
と
概

　
　
　
　
　
　
　
＼

念
の
定
義
な
ら
び
に
そ
の
適
用
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
の
ワ
ー
バ

ー
ト
ン
氏
の
考
察
を
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
に
以
上
、

）
　
　
　
）
　
　
　
）

ａ
・
ｂ
・
ｃ
に
つ
い
て
の
み
紹
介
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

（
　
　
　
（
　
　
　
（

　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
Ｃ

　
　
　
　
　
（

　
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
変
動
理
論
に
対
す
る
方
法
論
的
吟

味
・
批
判
の
後
、
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
は
、
以
下
に
紹
介
す
る
よ

う
な
結
論
的
覚
書
を
附
記
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
所
論
を
要

約
し
て
わ
く
こ
と
に
す
る
。

　
先
ず
最
初
に
い
え
る
こ
と
は
、
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
は
衝

動
理
論
を
除
外
し
て
、
二
つ
の
主
要
な
局
面
を
も
っ
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
四
八
六
）

い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
Ｈ
発
展
の
理
論
あ
る
い
は
資
本

主
義
過
程
の
分
析
の
理
論
で
あ
り
。
Ｈ
資
本
主
義
の
も
と
に
お

け
る
回
帰
的
景
気
変
動
の
理
論
が
そ
う
で
あ
る
。
後
者
は
あ
る

観
念
に
お
い
て
は
、
前
者
の
一
分
野
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

決
し
て
必
然
的
な
分
野
で
も
な
く
結
果
で
も
な
い
、
い
わ
ば
二

つ
の
仮
定
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
仮
定
と

　
　
　
　
　
）

い
う
の
は
、
ａ
企
業
者
活
動
が
、
い
わ
ゆ
る
１
循
環
１
と
し
て

　
　
　
　
　
（

認
識
さ
れ
る
景
気
変
動
の
根
源
的
む
原
因
で
あ
る
た
め
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

全
く
不
規
則
に
作
用
し
て
い
る
。
ｂ
銀
行
組
織
の
作
用
が
、
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

動
力
的
要
因
で
は
な
い
と
は
い
え
、
そ
の
作
用
は
１
循
環
１
と

し
て
認
識
さ
れ
る
変
動
に
お
い
て
強
調
的
な
要
素
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
等
の
仮
定
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
二

っ
の
仮
定
自
体
に
先
ず
も
っ
て
弱
点
が
ひ
そ
ん
で
お
り
、
ま
た

こ
れ
ら
の
仮
定
を
支
持
す
る
証
拠
の
不
充
分
さ
と
い
う
こ
と
が

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
景
気
循
環
論
に
つ
い
て
の
最
も
重
大
な
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共

的
な
批
判
の
塘
一
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
箏
　
ワ
ー
バ
ー
ト
ン
氏
は
シ
ユ
ム
ヘ
ー
ク
ー
の
景
気
循
環
理
論
に
対

　
　
す
る
学
着
の
論
稿
と
し
て
次
の
雑
誌
の
諾
文
献
の
参
照
を
乞
う



　
　
　
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
記
録
さ
れ
た
景
気
低
下
の
殆
ん
ど
が
単
に
深
淵
な
不
景
気

　
　
ｏ
。
ぎ
。
目
ｈ
冒
、
昌
。
一
。
。
、
＞
昌
、
、
一
。
。
冒
目
、
、
目
昌
一
。
宍
、
、
一
、
ぎ
以
ｋ
ｋ
　
　
の
暗
黒
な
状
態
で
は
な
く
、
銀
行
な
ら
び
に
貨
幣
組
織
を
連
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
９
ｓ
）
｝
Ｎ
◎
Ｎ
ー
あ
い

　
　
侵
。
彗
５
轟
９
寮
ま
婁
◎
｛
目
８
昌
目
ざ
。
り
蔓
交
富
一
×
曽
－
Ｈ
　
し
た
外
部
的
要
因
の
結
果
で
あ
る
　
　
あ
る
い
は
、
よ
り
一
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
漫
Ｈ
）
Ｈ
竃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
殊
的
に
貨
幣
的
不
均
衡
の
う
ち
に
生
ず
る
　
　
と
す
る
、
そ

　
　
邑
ら
ｇ
亭
婁
Ｆ
自
８
旨
邑
ｏ
旨
…
§
ポ
昌
二
Ｈ
漫
～
）
．
ｓ
ｏ
Ｉ
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
学
者
達
の
立
場
に
わ
い
て
仮
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
者
の
革
新
的
活
動
が
、
資
本
主
義
の
も
と
に
お
い
て
経
済

第
二
に
は
、
過
去
の
い
わ
ゆ
る
景
気
変
動
理
論
に
関
す
る
多
く
　
　
発
展
の
躍
動
的
都
分
で
あ
る
と
い
う
仮
定
お
よ
び
、
資
本
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

の
研
究
者
達
の
結
論
と
矛
盾
す
る
こ
と
で
あ
る
・
　
（
特
に
銀
行
　
　
自
体
の
性
格
に
考
察
の
ホ
コ
を
向
け
る
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
学
説

お
よ
び
貨
幣
組
織
の
作
用
、
な
ら
び
に
歴
史
的
発
展
に
最
も
通
　
　
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
仮
定
は
廃
棄
さ
れ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ

暁
し
て
い
る
学
者
と
）
そ
こ
で
も
し
前
に
の
べ
た
二
つ
の
仮
定
　
　
る
。
只
要
求
さ
れ
る
修
正
と
い
う
の
は
、
早
晩
、
革
薪
の
群
生

が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
学
説
　
　
が
そ
れ
自
体
（
す
な
わ
ち
銀
行
的
な
そ
う
し
て
貨
幣
的
な
組
織

は
重
大
に
も
ど
ん
な
状
態
に
変
化
さ
せ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
　
　
の
中
で
起
っ
て
い
る
勢
力
の
不
均
衡
の
喪
矢
に
お
い
て
）
に
よ

．
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
と
り
あ
げ
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
景

　
理
論
的
モ
デ
ル
と
し
て
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
（
深
淵
な
　
気
循
環
を
生
ず
る
傾
向
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
民
経
済

不
景
気
お
よ
び
他
の
掻
乱
に
つ
い
て
の
衝
動
理
論
も
含
め
て
）
　
　
研
究
所
の
参
考
的
期
日
の
よ
う
な
、
か
よ
う
な
尺
度
に
よ
っ
て

に
っ
い
て
比
較
的
に
と
る
に
足
ら
な
い
修
正
の
み
が
こ
れ
ら
の
　
同
一
視
さ
れ
た
景
気
循
環
の
大
き
さ
の
変
動
を
生
ず
る
の
で
は

二
っ
の
仮
定
を
廃
棄
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
な
い
。
こ
の
変
動
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ム
ヘ
ー
タ
ー
が
多
く
の
芒

そ
こ
で
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、
景
気
循
環
の
分
析
学
者
達
に
よ
　
　
刺
を
な
げ
か
け
た
景
気
変
動
の
貨
幣
的
理
論
と
彼
の
学
謝
と
の

　
　
　
Ｃ
．
ワ
ｉ
バ
ｉ
ト
ン
．
『
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
お
け
る
貨
幣
お
よ
び
景
気
変
動
』
（
浜
崎
）
　
　
一
一
七
（
四
八
七
）
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間
に
は
、
矛
盾
は
な
い
は
ず
で
あ
る
、
事
実
、
不
景
気
お
よ
び

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
、
銀
行
的
、
貨
幣

的
理
論
に
関
す
る
殆
ん
ど
の
賛
成
者
は
、
資
本
主
義
の
下
に
わ

け
る
企
業
者
の
役
割
に
注
目
を
な
し
た
シ
ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
の

学
説
を
、
も
っ
と
も
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
仮
定
さ
れ
た
よ

う
に
、
革
新
の
勢
力
は
存
在
す
る
し
、
そ
う
し
て
そ
れ
は
、
経

済
の
作
用
の
う
ち
で
根
本
的
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
と
も
か
く
貨
幣
的
膨
脹
・
収
縮
を
欠
く
場
合
、

（
合
理
的
な
生
長
、
お
よ
び
季
節
的
変
化
よ
り
他
に
）
革
新
の

勢
力
は
、
経
済
進
歩
率
に
わ
け
る
変
化
に
関
し
て
主
な
勢
力
の

衝
撃
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
考
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ム

．
へ
ー
タ
ー
学
説
の
こ
の
併
合
わ
よ
び
景
気
変
動
の
貨
幣
理
論
は

　
　
も
し
も
統
計
的
・
歴
史
的
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
立
証
さ

れ
て
い
た
な
ら
ば
　
　
議
会
に
よ
っ
て
経
済
顧
間
会
議
へ
し
め

さ
れ
た
作
業
に
と
っ
て
、
適
切
な
基
確
を
与
え
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
八
（
四
八
八
）


